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１．計画の概要 

■ 背景 

地球温暖化による海面上昇、昨今の大雨や台風等による災害の激甚化・頻発化等に見舞われる中で、

地球温暖化を防止するための低炭素化に向けた人々の関心が高まっています。 

2015（平成 27）年 12月には、「気候変動枠組条約第 21回締約国会議（COP21）」で「パリ協定」が採択

され、途上国を含む全ての国で温室効果ガスの排出削減に取り組むことが義務付けられました。我が国

でも、より一層の地球温暖化対策を推進するため、都市の低炭素化の促進を図り、都市の健全な発展に

寄与することが求められています。 

本市では、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故を契機としたエネルギー需給の構造

変化への取組等社会経済情勢の変化や、人口減少・超高齢社会に対応した集約型都市構造実現への要請

の高まり、地球環境問題への対応等を踏まえ、2015（平成 27）年 6 月に都市計画マスタープランの改訂

を行いました。「郡山市都市計画マスタープラン 2015」で掲げた基本理念を実現する一つの柱として、持

続可能なまちづくりに貢献する「環境負荷を抑える低炭素まちづくり」を基本目標に位置づけています。 

 

■ 目的 

地球環境問題は、21 世紀において、都市が積極的に取り組んでいかなければならない重要な課題の一

つです。福島県では、環境負荷の少ない低炭素・循環型社会への転換という考えのもと、環境との共生

が図られた新しい社会システムづくりの推進を目標として掲げています。 

本市においても、都市構造、交通、エネルギー、みどりの各分野において温室効果ガス排出量の削減

に積極的に取り組み、そして環境負荷の少ない低炭素まちづくりを推進することで、持続可能な社会の

実現に寄与するため、低炭素化施策に関する具体的な取組を定める「郡山市低炭素まちづくり計画」を

策定します。 

 

■ 計画の位置づけ 

「郡山市低炭素まちづくり計画」は、

上位計画である「郡山市第五次総合計画

後期基本計画」に即し、2015（平成 27）

年に改訂した「郡山市都市計画マスター

プラン 2015」に示した将来都市構造を

実現するために策定する計画です。 

また、「郡山市地球温暖化対策実行計

画《区域施策編》」のうち、市街化区域

における民生（業務・家庭）部門、運輸

部門を対象とした低炭素化施策として、

目標達成に貢献するものです。 
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■ 計画の区域 

「郡山市低炭素まちづくり計画」の区

域は、人口と建築物が相当程度集中する

市街化区域全域とします。 

このうち、様々な都市機能の集積を図

る「集約地域」として、「郡山市都市計

画マスタープラン 2015」における「歴

史と緑の生活文化軸」を形成する「広域

交流中核拠点」及び「都心ゾーン」の範

囲を中心として定めます（7ページ参照）。 

 

■ 計画期間 

「郡山市低炭素まちづくり計画」の目標年次は、「郡山市都市計画マスタープラン 2015」に合せ、2030

（平成 42）年とします。 

なお、当該期間内にあって、低炭素まちづくりの取組を着実に進め、当該取組による効果を確実に発

揮させていくため、取組の進捗や効果の発現状況をモニタリングし、適切なタイミングで計画の見直し

を図っていきます。 

 

 

 

 

２．低炭素まちづくりの将来像と目標 

■ 低炭素まちづくりの将来像 

本市の低炭素まちづくりの推進にあたっては、エネルギー起源二酸化炭素排出量の削減に向けた再生

可能エネルギーの導入や省エネルギーの普及、自動車から公共交通等への転換や居住地のコンパクト化

等による都市基盤や都市サービスの運営管理の効率化、さらには高齢者に対して歩いて暮らせる安心で

快適なまちづくりが必要です。 

それら課題等を踏まえ、上位計画では、人と地球にやさしい持続可能なまち、環境負荷を抑える低炭

素なまち、そして郡山型コンパクト＆ネットワーク都市構造の実現といったまちづくりの方向性が掲げ

られています。 

これら本市の低炭素化に向けた課題や上位計画でのまちづくりの方向性を踏まえ、低炭素まちづくり

の将来像を定めます。 

 

 

 

都市活動が効率的に行われるコンパクトな都市構造を目指すとともに、高齢者を始めとするすべての

市民にとって安全・安心で、利便性の高いまちづくりを進め、社会的にも環境的にも持続可能な都市の

形成を図ります。 

2016年
(平成28年) 計 画 期 間

2030年
(平成42年)

目標年次策定 適切なタイミングで
見 直 し

適切なタイミングで
見 直 し

2050年
(平成62年)

長期目標

すべての市民が暮らしやすい 持続可能な環境負荷の少ないまちづくり 
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■ 低炭素まちづくりの目標 

この将来像を実現するため、「エネルギー消費の少ない、再生可能エネルギー等の活用による低炭素な

まちの形成」、「人口密度が維持され、市民に使いやすい拠点と公共交通が一体となったまちの形成」、「高

齢者が健康に、安心して暮らせるまちの形成」の３つを目標に定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 二酸化炭素排出量の削減目標 

「郡山市低炭素まちづくり計画」における現状（2012（平成 24）年度）から 2030（平成 42）年度まで

の削減目標は、「郡山市地球温暖化対策実行計画《区域施策編》」における現状（2007（平成 19）年度）

から 2020（平成 32）年度までの削減割合が継続することとして、目標値の設定を行いました。 

本計画における 2030（平成 42）年度の削減目標は、2012（平成 24）年度排出量比 16％削減（415 千

t-CO2）とします。 
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３．計画の目標を達成するための取組 

■ 低炭素まちづくりの全体イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 全体構想 

都市構造分野：「郡山型 コンパクト＆ネットワーク都市構造」の形成 

コンパクトで周辺環境と調和した、賑わいあふれる都市の形成を図ります。 

【生活圏とネットワークの形成】 

 １-１  立地適正化計画の策定 

都市の持続的発展に向け、より効果的に

都市機能や住宅開発を誘導していくこと

を目的に、都市再生特別措置法に基づく立

地適正化計画を策定し、居住誘導区域や都

市機能誘導区域を定めて居住や都市機能

の適正配置を図り、安全・安心に暮らせる

生活圏を形成します。 

また、国等の支援策を効果的に活用しな

がら、立地適正化計画に基づく都市開発を

誘導・推進します。 

● 地域生活圏とネットワークのイメージ 
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交通分野：多様な交通手段によるスムーズでエコな移動の実現 

公共交通、徒歩・自転車、自動車を組み合せて、誰もが快適に移動できる交通環境の実

現を図ります。 

【使いやすい公共交通体系づくり】 

 ２-１  公共交通ネットワークの再編 

郡山市役所付近の交通結節機能強化や、郡山

駅とをつなぐバス路線の利便性向上、郡山市役

所付近の交通結節点と郡山富田駅とを結ぶバ

ス路線の新設可能性等を検討します。 

 ２-２  市民との協働による郡山型地域交通シ

ステムの構築 

都市近郊の交通結節点から郊外部において

は、バスに代わる小需要に対応した地域交通シ

ステムの構築を図ります。 

 ２-３  公共交通の低炭素化 

低炭素化施策のシンボルとして、郡山市役所

付近の交通結節点と郡山駅とをつなぐバス路

線の利便性向上に合せて、電気バス等の環境に

やさしい車両導入を検討します。 

【公共交通や自転車・徒歩への転換促進】 

 ２-４  交通結節点の機能強化による公共交通の利便性向上 

郡山駅西口駅前広場及び郡山駅東口駅前広場について、交通結節点としての機能強化を図ります。 

 ２-５  高齢者の公共交通利用促進 

高齢者が市内の路線バス等を利用する時の費用を助成するなどの取組を推進します。 

 ２-６  自転車・歩行者の移動環境づくり 

公共施設や学校、商業施設と、鉄道駅等の交通結節点を連結する自転車歩行者ネットワークの構築

に取り組みます。 

 ２-７  モビリティ・マネジメントの推進 

公共交通や自転車・徒歩の利用の促進に向けて、市民の関心や意識の向上を図ります。 

【道路交通の円滑化・低炭素化】 

 ２-８  パークアンドライドの検討 

自動車の駐車から鉄道やバスへの移動環境の向上を図ります。 

特に、郊外部から市中心部への移動時の自動車からバスへの乗り継ぎ利便性を高めるため、官民連

携による既存施設の活用を含めたフリンジ駐車場の整備を検討します。 

 ２-９  エコドライブ、エコカーの普及推進 

環境にやさしく経済的で安全なエコドライブを呼びかけることにより、車の急発進・急加速等を減

少させ、排気ガス抑制を図ります。 

また、自動車の買い替え時等に、エコカーの導入が促進されるよう、必要な情報提供を行います。 

 ２-10  円滑な都市交通を支える道路づくり 

交通渋滞の緩和、円滑な自動車の移動を図るため、幹線道路網の効率的な整備を進めます。 

● 使いやすい公共交通体系づくりイメージ 
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エネルギー分野：建築物における省エネ・創エネの推進 

公共施設と並行して、民間事業者や家庭等の建築物における省エネ機器や、再生可能エ

ネルギー等創エネ機器等の普及を推進します。 

【公共施設の低炭素化】 

 ３-１  公共施設の省エネルギーの推進 

公共施設において、率先して高効率機器への更新や

継続的な省エネルギーへの取組を進めます。特に公共

施設等の空調照明設備等の大規模更新や改築のタイミ

ングでの積極的な導入を推進します。 

 ３-２  再生可能エネルギーの導入 

災害時に防災拠点となる公共施設に対し、太陽光発

電設備や蓄電池、地中熱を利用した空調設備等の導入

を積極的に推進します。 

【市民による省エネルギーや再生可能エネルギー

活用の推進】 

 ３-３  家庭や事業所における創エネ・省エネ・蓄エネ

の取組推進 

家庭や事業所における太陽光発電設備等の再生可能

エネルギー導入の取組や、省エネ設備導入、省エネ・

節水等の取組を推進します。 

 ３-４  「低炭素住宅モデル（仮）」「低炭素オフィスモ

デル（仮）」の検討 

本市がこれまで取り組んできた省エネ・創エネの取組を総括し、本市に適した低炭素住宅モデルと

してパッケージ化することを検討します。これにより、省エネ・創エネ技術・製品の普及促進と導入

効果向上に取り組みます。 

事業所についても、内陸性気候への適応や公共交通機関の利用促進を念頭に置いた「低炭素オフィ

スモデル（仮）」を掲げ、建物のつくり、設備の導入、土地の利用方法、公共交通機関の運行との連動

等の取組メニューを紹介し、各事業所への協力を呼びかけます。 

先駆的な取組として、住宅や事業所において、地中熱交換機の設置を支援します。 

【新エネルギー等の導入推進】 

 ３-５  新エネルギーの導入に向けた検討 

地中熱等新エネルギーの利用に向けて、公共施

設における設備の導入や積極的に取り組む団体

等への支援を行います。 

 ３-６  下水熱利用に向けた調査やスマートコミ

ュニティの構築に向けた検討 

地域として未利用のエネルギーに関して、有効

利用の方法等の検討を行います。 ● 地中熱式空調設備を導入した「中央公民館」 

● 市庁舎に導入した太陽光発電設備と
発電状況表示モニター 
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みどり分野：まちなかで歴史と緑を感じるまちづくり 

豊かな水と緑、そしてそれらに支えられてきたまちの発展の歴史を感じることのできる、

魅力と潤いにあふれる親水空間・緑化空間の整備を進めます。 

【公有地の緑化や親水空間の整備】 

 ４-１  都市緑化の推進 

公有地を利用して、公園や水辺のまとまりのある

緑を保全し、河川や道路沿いの緑による緑のネット

ワークが形成・維持できるように整備を行います。 

【民有地の緑化】 

 ４-２  身近な緑の保全・創出 

落葉樹やつる植物を中心とした身近な緑の積極的

な配置を支援し、夏季には日射を遮蔽し、冬季には

日射を有効的に利用することによって、冷暖房や照

明の利用を抑制します。 

【地域資源の活用】 

 ４-３  地域産材や木質バイオマスの活用 

樹木の特性を生かした県産木材の積極的な利用を推進します。 

 
■ 集約地域構想 

さくら通り、麓山通りを中心に、開成山公園から郡山駅、阿武隈川に至る東西軸を、本市の成長を牽

引する「歴史と緑の生活文化軸」として位置づけ、質の高い都市機能を誘導します。 

本市及び周辺市町村の都市生活を支える拠点として、商業、業務、医療・福祉、子育て施設等の高次

の都市機能の誘導を図ります。合せて、駅前広場の改良等により、公共交通が利用しやすく、誰もが利

用しやすい駅前空間の形成を目指します。 

郡山駅への過剰

な自動車交通の集

中を解消し、公共交

通の利便性を高め

るため、郡山市役所

付近のバスターミ

ナル整備と合せて、

緑豊かな都市空間

の質を高めるよう

な商業、文化、交流

施設等の都市機能

の誘導を検討しま

す。 

● 歴史と緑の生活文化軸 

● 緑のカーテン 
（平成 24年度桑野保育所） 
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４．主な取組による二酸化炭素の削減効果 

本計画の主な取組を進めることで、2030（平成 42）年度の削減目標である 415千 t-CO2の二酸化炭素排

出削減量を達成できる見込みとなります。交通分野及びエネルギー分野の主な取組のうち、削減効果の

大きい取組は、環境対応車への転換や高効率住宅の普及です。 
 

 

分野 主な取組 
二酸化炭素排出削減量 

（千 t-CO2/年） 

交通 

分野 

公共交通や自転車・徒歩への 

転換促進 

自動車から公共交通（バス）への転換 23 

自動車から徒歩・自転車への転換 50 

道路交通の円滑化・低炭素化 環境対応車への転換 127 

エネルギー 

分野 

市民による省エネルギーや再

生可能エネルギー活用の推進 

高効率住宅の普及（断熱分） 156 

高効率住宅の普及（HEMS分） 9 

高効率事務所の普及（BEMS分） 12 

太陽光発電設備の設置 24 

太陽熱利用設備の設置 6 

新エネルギー等の導入推進 下水熱の有効利用 8 

合 計 415 
 

５．計画の推進に向けて 

■ 計画の進行管理 

低炭素まちづくりの推進には時間を要することから、中長期的な見通しに立って取り組み、実施過程

を明らかにしつつ、着実な施策等の取組や

確実な効果の発現等をモニタリングし、適

切なタイミングでの計画の見直し等の進行

管理や必要な判断を行うことが重要です。 

このため、「計画（Plan）・実行（Do）・評

価（Check）・改善（Action）」といった進行

管理により、策定後における社会情勢や財

政状況に応じて、計画の見直しも含めて的

確に対応し、本計画の実効性を確保します。 
 

■ 関係主体の連携 

低炭素まちづくりを効果的に進めていくために、市民協働のまちづくりの推進体制の充実を図るとと

もに、市民・事業者・行政が連携して取り組んでいくことが必要です。 

また、市民一人ひとりや各事業者が低炭素まちづくりについての理解を深め、行動へとつなげていく

ことができるよう、子どもから高齢者までの幅広い層の市民や事業者を対象に、関心を持つきっかけづ

くりや継続的な行動につながるプログラム等の意識啓発に取り組みます。 

これらの低炭素に係る普及啓発等については、庁内関係部局を始め、低炭素関連活動団体等や各種交

通事業者等と連携しながら取り組みます。 

● PDCAサイクルによる計画の進行管理 

● 主な取組による二酸化炭素の削減効果 

 
計 画 

（Plan） 

改 善 

（Action） 

評 価 

（Check） 

実 行 

（Do） 

・ 計画の策定 

・ 計画の見直し 

・目標に対する評価 

・施策の進捗状況の確認 

・ 施策の見直し 

・ 新たな施策の検討 

・ 施策の実行 

・ 情報の共有 
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低炭素まちづくりの目標 

郡山市の課題 

・東日本大震災 

・人口減少・高齢化進展 

・地球温暖化問題 

基本目標 

環境負荷を抑える 

低炭素まちづくり 

〇低炭素まちづくりの推進 

〇公共交通の利用促進 

〇再生可能エネルギーの活用 

郡山市都市計画マスタープラン 2015 

エネルギー消費の少ない、再生可能エネルギー

等の活用による低炭素なまちの形成 

 

目標１ 

人口密度が維持され、市民に使いやすい拠点と

公共交通が一体となったまちの形成 

 

目標２ 

高齢者が健康に、安心して暮らせるまちの形成 

 

目標３ 

*景気の影響を受けにくい運輸、

業務、家庭部門の二酸化炭素排

出量の削減 

*低密度な市街地の拡大 

*交通弱者となる高齢者の増加、

社会保障費の増加 

*郡山駅周辺の中心市街地の空

洞化や賑わいの低下 

*高い自動車分担率、渋滞の発生 

*自動車から公共交通や自転

車・徒歩への転換 

*再生可能エネルギー等の導入

に向けた課題解決への取組 

*市街地における緑の空間確保 

す
べ
て
の
市
民
が
暮
ら
し
や
す
い 

持
続
可
能
な
環
境
負
荷
の
少
な
い
ま
ち
づ
く
り 

将来像 

経済動向に左右されにくく、比較的一定の

排出がみられる家庭や事業所、交通からの排

出量を削減するために、これらの部門で効率

的な活動が行われるようなまちの仕組みに

変えていきます。 

 

まちなか居住の推進、公共交通の利便性の

高いエリアへの居住の誘導や都市機能の集

約、都市機能が集約した拠点間の公共交通ネ

ットワークの充実等、人々の生活圏と都市施

設のサービス範囲を相互に勘案した、コンパ

クト＆ネットワーク都市構造のまちづくり

を進めます。 

 

高齢者を始めとした市民が日々の生活に

必要な都市サービスを利用でき、安心してま

ちに暮らし、健康に活動するために、高齢者

等の交通弱者の視点を十分に盛り込み、有効

な交通ネットワークを組み込むとともに、緑

の潤いと憩いにあふれた、歩いて暮らせるま

ちづくりを進めます。 

計画策定の背景 

「郡山市低炭素まちづくり計画」の体系 
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 都市構造分野 ：「郡山型 

コンパクト＆ネットワーク 

都市構造」の形成 

コンパクトで周辺環境と調和し

た、賑わいあふれる都市の形成

を図ります。 

 交通分野 ：多様な交通手段

によるスムーズでエコな 

移動の実現 

公共交通、徒歩・自転車、自動

車を組み合せて、誰もが快適に

移動できる交通環境の実現を図

ります。 

 みどり分野 ：まちなかで歴

史と緑を感じるまちづくり 

豊かな水と緑、そしてそれらに

支えられてきたまちの発展の歴

史を感じることのできる、魅力

と潤いにあふれる親水空間・緑

化空間の整備を進めます。 

分野別の取組方針 

■立地適正化計画の策定 

都市の持続的な運営及び生活を支える機能
（医療・福祉・教育文化・子育て支援・商業
等）の維持が可能となるよう、都市構造の再
編を行う。 

■公共交通ネットワークの再編 

■市民との協働による郡山型地域交通システ
ムの構築 

■公共交通の低炭素化 

■交通結節点の機能強化による公共交通の利
便性向上 

■高齢者の公共交通利用促進 

■自転車・歩行者の移動環境づくり 

■モビリティ・マネジメントの推進 

■パークアンドライドの検討 

■エコドライブ、エコカーの普及推進 

■円滑な都市交通を支える道路づくり 

■公共施設の省エネルギーの推進 

■再生可能エネルギーの導入 

■家庭や事業所における創エネ・省エネ・蓄エ
ネの取組推進 

■「低炭素住宅モデル(仮)」「低炭素オフィス
モデル(仮)」の検討 

■新エネルギーの導入に向けた検討 

■下水熱利用に向けた調査やスマートコミュ
ニティの構築に向けた検討 

■都市緑化の推進 

■身近な緑の保全・創出 

■地域産材や木質バイオマスの活用 

具体的な取組 

 エネルギー分野 ：建築物に
おける省エネ・創エネの 
推進 

公共施設と並行して、民間事業者

や家庭等の建築物における省エ

ネ機器や、再生可能エネルギー等

創エネ機器等の普及を推進しま

す。 

生活圏とネット 

ワークの形成 

使いやすい 

公共交通体系づくり 

道路交通の 

円滑化・低炭素化 

公共交通や 

自転車・徒歩への 

転換促進 

 

集約地域における 

都市機能の集積と 

賑わい創出 

市民による 

省エネルギーや 

再生可能エネルギー 

活用の推進 

公共施設の低炭素化 

新エネルギー等の 

導入推進 

公有地の緑化や 

親水空間の整備 

民有地の緑化 

地域資源の活用 
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